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歴史教育におPて,十字軍の章になると, ｢重要な教材｣として第四回十字軍が語られ,その次

に｢少年十字軍｣にふれ,また教室にも,少年十字軍が記入された年表が,高々と掲示されている

教場の情景を,しばしば目撃する｡

では教科書はいかに表現され,その取扱い法はどうなっているのであろうか｡

○清水書院｢日本の歴史と世界｣

｢そのころヨーロッパでひじょうに勢力の強力の強かった法王が,聖地を奪い返すことをよびか

けると,王･諸侯や騎士ばかりでなく,農民や商人もその軍に加わり,少年や少女までが聖地

に行こうとした｡これを十字軍という｡｣ (ibidp. 122)

○東京書簡　｢新しい社会｣ (歴史)

｢ときには農民や子どもたちまでが宗教的な情熱にかられ,あるいは東方の土地や富にひかれて

遠征に加わった｡｣ (ibid.p. 110)

○教育出版　｢中学社会｣ (歴史)

｢少年によって十字軍が結成されたこともあったが,これはアフリカで奴隷として売られるな

ど,､みじめな結果に終った｡｣ (ibid, p.115の註)

○同上, ｢中学社会｣の教師用指導書

｢導入のための資料,少年十字軍, ｣ ･

｢1212年の夏,フランスのある村の少年羊飼いであるエティエンヌは,聖地奪回に向うよう

にという神のお告げを受け,それを信ずる何千もの少年少女を引き連れて,マルセ～ユから7

腺の船に乗り出帆した｡ところが,この輸送にあずかった船主は極悪非道な行為にでた｡途中

2腹の船はサルディニア附近で難破LT=が船主は残った5艇の船に乗った少年たちをアレクサ

ンドリヤに連れ去り,ここで一人残らず奴隷に売りとばしてしまった｣ (ibid. p.134)
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このような教科書の記述に対して,たとえば鹿児島県中学校社会科教育研究会は, ｢中学社会･

歴史資料集｣を編集

している｡その41ペ

ージに,右のような

十字軍の表をのせ中

学生-の教育資料と

している｡

当時の十字軍熱の

職烈化,あるいは宗

教的情熱を物語る好

教材として少年十字
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は否定できない｡ことに｢東京書籍｣の前掲11ページの｢ときには---子どもたちまでが宗教的情

熱にかられて-･-･｣の説明として,少年(子ども)十字軍をとりあげるなら,中学生の関心は,

｢子ども｣の一語に集中し,教場の雰囲気はいやが上にも高揚されるであろう･｡

さて;少年十字軍が,中学生の興味を喚起し,教育効果が高揚されたとレよう｡その場合の教育

効果はどのようなものであろうか｡筆者は研究授業で,再三,十字軍をテーマにした場面を目撃

し,講評の中で,すぼらしく教育効果が得られたという諸講師の話も聞いてきた｡だがその場合,

歴史教育としての教育上の効果は何であったのかと,最近,特に疑念を抱くようになった｡

歴史教育においては,単純に歴史事実を知識として詰めこませるのではなくて.理解力を高めな

ければいけないという｡これは当然のことで,この目標を達成するために｢資料｣が生徒の前に提

示される.歴史学習上の資料は,史料の場合と,絵画や模型,地図あるいはエピソ-ド等の補助教

材を指すこともある｡また関連ある歴史事実を示して教科書の内容を補足することもある｡たとえ

ば,東京書籍の教科書にある｢東方の土地や富にひかれて-･-｣の好例`として第四回十字軍を例示

する.･その場合は,第四回十字軍は史実としての｢資料｣なのである.日本の古代の教材として,,

貌史倭人伝の一部を示すとすれば,それは資料として史料を例示したのであり,倭人伝の記事が当

時の日本の史実に合致するか否かは問題ではない｡ところが第四回十字軍を例示したあとで,■少年

十字軍を資料として提示した場合には,これは厳然たる史実と-して受けとられることになるのでは

ないか｡史料として少年十字軍に関する史料,たとえば無名の著者が北フランスのLaohで書いた

といわれる年代記C*MGH.ss.XXVI, pp.442-3)を意訳して与えるとすれば問題はないが,第四

回十字軍と同じ史実の取扱いのつもりで与えたとすれば問題である｡後者のような目的で資料とし

て提示する場合には,この事件が史実として,学界に定着せるものでないと不適当なる,極言すれ

ば歴史教育上有害なる資料ということになるのではなかろうか｡
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少年少女が一団となってエルサレムに行進をはじめたということは,まことに稀有の現象で,

多くの年代記がその記事を掲げている｡- 19世紀になると歴史学者もこれに関心を示し　G.de

Jansen①やR.Rohriht′27等の論文が出されたが,今世紀に入って, D.C.Munr､)食によって,関係史

料の考証と批判がはじめられたら　その後, J. E.Hansbery甘, P.･Alphanderyョ, J.F.C. ､Hecker旬等

の史料丑畔fJや,十字軍の性格;ある.いは心理学的方法でのアプロ/-チなどが試みられたが.,少年十

字軍なる事件の実存を問う･点にまではいた′らなかった｡ところが今世紀の後半になると,少年十字

軍の本質に迫る研究が, Giovanni Miccoli^, J.Delelande旬, N.P.Jacour,㊨ H.E.Mayer⑳, P.Raedts

等によって進められ,なかば伝説的なヴェールに包まれた少年十字軍の実体がかなり明瞭になって

きた｡

日本では橋口倫介著｢十字軍｣ 〔鼻波新書)が,少年十字軍についても若干のページをさいてお

り, ｢世上伝えられる少年十字軍のイメージはかなり史実と相違しており,その誤ったイメージに

もとづいて不当な評価をうけている｡まず名称であるが,古今東西共通して!未成年者を意味する

『子ども〔ラテン語史料では"Pueri et Puella"英語のChildren　フランス語のenfantsドイツ

語のKinder〕 』が使われていることは事実である｡しかし,そこに誤解の一つの原因がある.史

料によると,この十字軍には非常に多くの大人が参加しており,そのうち不自由身分の使用人,家

内労働に従事する召使いなどは社会身分が低いというだけで年齢的には成年である｡ 『当然のこと

ながら,その中には娼婦もいれば盗賊もいた』のであって,それらはるちろん大人である｡つま

り,少年十字軍とは,ある霊感をうけた-少年がリーダーとなり,仲間の同年輩の未成年者を多数

ひきつれて巡礼に担発したという,発生の時点での特色をとらえた表現であったのである｡｣ (十字

軍174-5ページ)と,一応の学界の成果を要約した形で,簡潔に示されている.

本稿では, Peter Raedtsの英訳　"The Children's Crusade of1212" (Journal of Medieval

History Vo13.Na4.1977)を紹介して,教材として取り上げる価値ありや否や,ありとすればその

取扱いについて検討したいと思う｡

狂　や　Chronicon universale anonymi Laudunensis.

①　G.de Jansen; Etienne de Cloves et les Croisades d'enfants au XIIIe siとcle. (1891;:

①　R. Rohricht,; Der Kinderkreuzzug 1212. Historische Zeitschrift36; pp.1 - 8 (18ケ6)

⑨　D.C.Munro.; The Children's Crusade. (American Hist. Rev.19 (1913- 4 ) pp.516-24

④ J.E.Hansbery,; The Children's Crusade. (Catholic Hist. Rev.24 (1941-- 5) pp.30- 8

⑥　P.Alphaiutery et A.Dupront; La Chretiente et Tidee de croisade. 2Vols. (1954-9 )

⑥ J.F.C. Hecker'; Die groBen Volkskrankheiten des Mittelalters (Historisch-･pathologische Unter-

suchungen (1865)

⑦　G.Miccoli; La crociata dei fanciulli. (Studi medievali.) (1961) I , pp.4G7-43

⑧ J.Delalande; Les extraordinaires croisades d'enfants et de pastoureaux au moyen age (1962)

⑥　N.P.Zacour "寸he Children's Crusade"これは　R.M.Setton 〔ed.) ; A.History of the Crusades

(1962)の中にある

⑲　H.E.Mayer; The Crusades. (1972)
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少年十字軍に関する根本史料.

少年十字軍に関する根本史料は極めて数少く.,そのうえ断片的記述で,各地の年代記の中に散

見するのみという有様であるらしい｡それでも･50点前後はあると▲いう｡ -この中でMG即こ収めら

れているものを探ると,史料集のSect (7*), Scriptores Rerum Germanicprum Scholaru血

Separatim edit (略してS.R.G,s.s.)の中にあ･り･,L　これを表示すれば次のようになる.各年代記の･

頭部に,これからの引用に資するために便宜上丁連番号を付した｡ローマ数字はsect.｣7)の巻数

杏,その次の算用数字はペー●ジ数を示す｡

No.l Alberti Milioli notarii, Regini Crotiica imperatorum

No.2　Alberti Stadensis Annales

No.3　Albrici monaehi Triuh-Fontium Ghronieon

No.4　Annales Admuntenses

No.5　Annales Elwagenses

･､No.6　Annales'Floreffienses

No.7　Annales Gemmeticens占s

No.8　Annale占Januenses

No.9　Annales Marbacenses

No.10　Annales Maurimonasterienses　　　　　　　　　　､

No.ll Annales maiores Zwifaltenses

No.12　Annale岳S.Medardi Suessionensibus

No.13　Annales Neresheimenses

No.14　Annales S.Rudperti Salisburgensis

No.15　Annales Scheftlarienses maiores

No.16　Annales Spirenses

No.17　Annales Thuringici breves

No.18　Annales S.､S. Udatrici et Afrae Augustensis

No.19　Annalium Rothomagensium Contimiationes

No.20　Auctarium Mortui Maris

No.21　Auctarium Vindobonenses

No.22　Chronica minor auetore minorita Erphordtensi

施.23　Chronica Regia Coloniensis coムtinuatio Ha

No.24　Chronica Regia Coloniensis continuatio Ilia

No.25　Chronica universalis Mettensis

XXXI pp.580-667

XVI Pp.27W379

XXIII pp.631-950

IX pp: 579-93

X pp. 15-20

XVI pp;618-31

XXVI pp.491-500, 508-511

XVIII pp. 1 -356

ⅠⅩのVII : pp.1 -103

IX pp. 104-9

X pp. 51-64

XXVI pp.518-22

X pp. 20-5

IX pp. 758-810

XVII pp334-43

XVII pp. 80-5

XXIV pp. 40-1

XVII pp.428-36

XVI pp.501-6

VI pp.463-9

IX pp. 722-^4

XXXXII pp.486-671

XVIII pp.!71-96

XVIII pp.!99-256

XXIV pp.502-26
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No.26　Chronicoii rhvthmicum austriacum

No.27　Ghronicon Ebersheiinense

No.28　Chronicon Ellwacense

No.29　Ghronicon universale anonymi Laudunensis

No.30　Coritinuatio Argentinensis

Na31 Continuatio praedicatorum Vindobonensium

No.32　Ellenhardi Annales

No.33　Flores Temporum auctore fratre ordinis minorum

No.34　Gestorum Treverorum continuatio IVa

No.35　Henrici de Heimburg Annales

No.36　Hermanni Altahensis Annales

No.37 Johannis Codagnelli Ann-ales Placentini Guelfi

′､No.38 ･Johannis Longi Chronica S.Bertini

Nq.39　Magni presbiteri Chronicon

No.40　Reineri Annales S.Jacobi Leodiensis

No.41 Richeri Gesta Senonienses ecclesiae

No.42　Salimbene de Adam Cronica

No.43　Sicardi de Cremona Cronica

No.44　Willelmi Chronica Andrensis

XXV pp.349-68

XXIII pp. 427-53

X pp. 34-51

ⅩⅩⅤⅠ PP.442-3

XXII pp.341-2

IX pp. 724-32

XVII pp.101-4

XXIV pp.220~50

XXIV pp.368-99

XVII pp.711-18

XVII. ､pp.381-407

XXIII ∴

XXV pp.736-866

XVII pp.476-534

XVI pp.632-83

XXV pp.249-345

XXXI I

XXXI pp. 22-181

XXIV pp.684-773

教育出版｢中学社会｣ (歴史)の教師用指導書のエティエンヌの説明に補足して,先述の｢十字

軍｣ (岩波新書)を引用すると,

｢このような突然の巡礼団発生は11世紀いらい珍らしいことではなく, 1101年の十字軍にも1147

年の遠征にも子どもの群が現われたらしく,そこから.一つの伝説が生まれた.指導者となるべき

少年にキリストが出現し,神の召命を伝え,大人のなし得なかったエルサレム解放の使命を託す

るというのである｡牧童キチキンヌはそ甲ような幻視を経験して,内心の命ずるところに従って

フランス王のもとに行きその意図を明かした｡王はパリ大学の教授たちに,この現象をどのよう

に解釈すべきか,また多数の少年たちをどのように取りあつかうべきかを諮問した｡その結果,

聖地巡礼は不許可とされ,大部分の子どもたちは家に帰された｡六月の:ことである｡しかし,こ

の勧告を聞きいれず,一部の聖職者に援助を受けて激励された少年群は,ローヌ川渓谷沿いにマ

ルセイユまで来て,そこで二人の船主にたのんで聖地向けの七隻の大船に分乗した｡ 『その人数

は三万人』であったと年代記は伝えているが,これは誇張であろう｡｣ (橋口倫介ibid pp.175

-6)

Steven Runcimanによって,その続きをのべると｢参加するもの3万人, 12才を越すものはな

かった｣①とある｡
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少年十字軍はフランスのみでなく,ドイツにもあった　Runcimanの引用Lを続けると,　ケ

｢Stephenの説はRheinlandenにも伝わり　Stephen (Etieune)が出発した数週間後, 1ニコ

ラウスと称する少年がケルンで同じようなメッセージを読みはじめた｡彼もェチエンヌと同じ

く,進路の海は二つに割れて道ができると説き･,やがてケルンに集った多ぐの少年少女がイタ

リアに向った｡フランスの十字軍よりは年齢も薯干上で,少女の数も多かっイこように見えた｡

そのうえ貴族出身の少年分遣隊が付いたぼかしでなく, ･評判のよぐないゴロツキや売春婦まで

も加わった｡一行は二群にわかれ,一群はニコラウス自身が率いたがその数2万;ライン河を

遡り,アルプスを越えてジェノヴァに着いた｡このコースは少年には無理な道程で,総勢は出

発時の三分の二以下となった.ジェノヴァでは奇跡の現われないをみて落胆しト迷から醒めた

子供の多くはジェノヴァの市民となった｡

しかしニコラスに従う多くのものはピサに移動し,パレスチナに向う2隻の船に便乗した｡

たぶんパレスチナに着いたはずである.o　ニコラスは乗船せず;残りのものを引率してローマに

向った.'教皇イン′ノセント三世は,少年たちの行動持封ま感激したが,しかし毅然たる態度で故

郷に帰ることを命じ,成人したならば,神-の誓に対し忠誠でなければならぬゆえ,十字軍に

-参加せよせ諭レた.

女の子は道の唆しさに堪えられず,イタリアの町や農村にとどまったが,ごく少数のものが

翌春にラインランドにたどりついた｡子供たちを破滅に追いやられた親たちは怒ってニコラス

の父親を逮捕,絞首刑に処した.｡ドイツの第二群はアルプスの'サン･ゴtiトハルト越えしてア

ンコナの海にたどり着いた｡しかし海は二つ笹分かれず,このため東海岸ぞいに藤勤し,

Brindisiについたが;ここでも奇跡はおこらなかった｡それで一部の少年はパレスチナ向けの

商船に便乗したが,残りのものは失望にうちのめされて帰路についた｡｣⑧

と述べていi:汎　この物語の真実性について,嚇かも疑念を抱いていないようにみえる｡エ≠ェン

ヌたちが奴隷と′して売却される･という物語について, Runcimanは,伝承によるとことわりなが
メ

ら,ド 2人の商人はHugh the IronとWilliam･Pigという人名をあげ,

｢用意された7隻は少年たちを積みこんで出帆したが,その後は何のニュ-スもなく18か年が

むなしく経過した1230年,一人の僧侶が東方から帰仏し,不思議な話･を伝えた.彼はステイ

サン(ェチエンヌ)に従った若い僧侶であったが,サルデニアの沖や2腔は難破し,乗船者は

海に投げ出された｡残りの5腔はサラセン人に包囲され,全員捕虜となり･,奴隷とレて売却◆さ

れた.彼の話によ'るとその数は700人,このうち18人はイズラム教-の改宗を拒否したために

殉教者となった｡しかしェジプトの長官は西方の言語と文字に興味を持ち,彼らを金で買いと

り,通訳･教師･秘書として使用し,改宗を強いるこ･ともなく,カイロで捕虜身分とはいえ,

宰な生活を送った｡のちに解放されて,フランスに帰国できた｣

とのべて,さらに

｢マルセ-ユで2名の悪徳商人がサラセン商人に頼まれて,皇帝フリードリッヒⅠの皇子を連
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れ出さんとして露見し,絞首刑に処せられ･たが,この物語と一致する.｣⑧

とのペて,全ストリーを全面的に肯定している｡彼が註にあげた参考資料は, de Janssen, p.

Alphand&ry, D.C.Munro.それにWinkelmannのGeschichte Kaiser Friedrichs des Zweiten,!.

(pp.221' ､2)をあげているのみである.では,彼はこの物語を長々と記しているが,根本史料は

何によったのであろうか｡かれが引用史料とLして示したものは　MGH. Scriptores, voLXVIの

Ahriales Stadensisである｡これはわたしがさきにあげた･ MGHに掲載された年代記表のNo.2,.I

Alherti Stadensis,のことである.これから以降,この一覧表に記載の年代記を引用する･ときは,

このNo.と略記たとえばNo.2. Alh.Arin.と記すことにする｡さてとのNo.2. Alh. Annは,ハン

ブルグの近くStadeの僧院長Albeftが執筆したものとされている.彼の在職期間が, K. Fiehn⑨

によると, 1232-1240年と推測されたが, Albert　はその後も書き続けたとみえて, 1256年まで同

筆であるという｡それゆえ少年十字軍発生後30年近くたってから遡及して書いた年代記である｡す

こし長文だが一部を引用すれば,

砧Circa idem tempus pueri sine rectore, sine duce, de universis omnium regionum

villis et civ′itatibus versus tTansmannas pa′rtes avidis gressibus cucurrerunt, et dum

■

quaereretur ab ipsis, quo currerent, responderunt; Versus Iherusalem, quaerere terram

sanetani" (No.2.Ann. stad. p.355) (同じころ指導者,指揮者なきpueri C少年たち)が,わ

が各村,各町から集り,海に向って急進せんとし,何処に向って進むかと自問し, 『イエルサ

レム-｡聖地を奪回するために』と自答して｡ )

"Papa auditis hiis rumoribus, ingemiscens ait'Hii pueri nobis inproperant, quod ad

recuperationem terrae sanctae eis c従rrentibus nos dorntinius"

(教皇はこの噂に歎恩して言った｡ ｢これら子供たちは,われわれを非難した｡ ∵それは我々が

まどろんでいるあいだに,聖地を奪回すべく彼らは急進しつつあったがためである｣と｡)

しかし,教皇が歎患して言った語について　H.Roscher; Papst Innozenz lund die Kreuzzdge
ノ′

(Gottingen. 1969)によれば,教皇がわの文献には, ･少年十字軍について何一つ記されていない

ので,この教皇云々は,信用できないという｡

少年十字軍について,も=っとも詳細な記事を残していlるのは　N0.3のchron.alb.である｡'これは

TroisfontainesのAlbericが書いたものとされているが作成年代の推定は困難である｡彼はトロワ

フォンテーヌ出身の修道僧で1232年から遡及して書き始めたものらしいのであるが,この原本が

Huyの近くのNeufmouti6r寺院の所有に帰し,この寺院で,かなりの挿入改嚢が行なわれたもの

らしい｡その時期が1252年から1295年の間とされているので,この記事も事件から数十年後に書き

こみが行なわれたことになる1212年のこの事件の書き出しが｢expeditio infantiumというまこ

とに不思議なる事件は,この年である｣から始まっている(No.3.chron.alb.p.893) pueriなる語

がi▲nfantes (幼さ子供たち,幼児たち)と変化していることに注目したい｡

puerよや‖まinfansが,一どうみても年中の子,幼稚園児や小学校低学年児を連想させるが,こん
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な幼児が長旅にたえられるだろうか｡また自主的に参加し得るだろうか｡少年十字軍についてフラ

ンスではcroisade d'enfants　というが,仏語のenfantsも,この年代記のinfansがもとになった

のではあるまいかinfantesが難破したり,奴隷に売られていく経過が,この年代記に語られてい

るo　これに対し, Munroは,この話は作り話であるとして史実から除外することを要求するとと

もに, 400人の僧侶が十字軍に参加するという記事もあやしく,イズラム教徒が,子供に改宗せ

ねは殺すとおぴやかすなど,信じ難さ記事であると一蹴しているD③かくみると, puerからinfans

へと変ることによ一つて,この事件が伝説的色彩を濃くしていくように思われる｡そこでこの事件

については,事件発生に最も近さ時点で,最も関係地に近接せる地点で書かれた年代記が,最も信

用がおける根本史料ということになろう｡ Raedtsはこのために50余論の年代記を,次の三つに分

類した｡

一等史料　1212-20年ごろに書かれ,行進路に近い地点で書かれたもの,

二等史料　1220-50年ごろに書かれ,筆者が事件の伝聞に,なまなましい情報を持つことがで

きたもの

三等史料　1250年以降に書かれ,事件目撃者からの直接の聴取体験を持たず,第二,第三者の

Y-　　　　　手になる情報で書きあげたもの.

この分類に従えば　S.Runciman引用史料は二等史料とな′り,油.3のAlb. Chronは,どんなに

詳細な記事であっても,三等史料ということになる　Raedtsが一等史料としてあげているものの

中で, MGHにあるものは

No.5　Ann. Elw.　　　　NoJ6　Ann. Flor.　　　　　No.8　Ann. Jan.

No.15　Ann. Schef.　　　No.23　Chrcm. Reg丑a.　　No.24　Chron. Reg.恥.

No.29　Chron. Laud.　　　No.37 Johan. Ann,　　　　No.40　Rei. Ann.

No.42　Sali. Cron.　　　　No.43　Sic. Cron.

一等か二等史料か判然し難きものとして,
■､

No.14　Ann. Rud.　　　　Na34　Gest. Trev. Iva.

をあげている｡

一等史料の記載例として　No.5　Ann. Elw.は, 1212年は,わずかに一行あるのみで,

``Tune multi ptieri. sunt蝣'effect! peregrini" (ibid, p.20)

長い記事の例でも　No.15　Ann Schef.

'Eodem anno quidam puer nomine Nicolaus surrexit, qui.mtilti.tudine.in puerorum et

mulierum sibi aggreg串vit, cum 'qiiibus Ierusalem, cruc･em dorninicam liberturus, iussu

angelieo adire debere, mare sicut quondam populo Israelitieo siccum iter prebere,

asserebat."

このように記事はきわめて簡潔で,断片的である｡これに反してさきにも見たとおり, pueriを

infantesと記したのはN0.3のAlb. Chronでありメparvull C小児)と記したのは,Na44のWil. Chron.
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d`L P.Raedtsによ'ると,作成年次がさがるほど,･簡潔な,断片的記録に,′枝葉がつけられて,これ

よに想像力が加わり　N0.3のL_-Alb.一一Gliton､のよ′ぅな伝説的な記述に変ったと説明しているo･.早

No.29　Chronicon universale Anonymi Laudunensis.すなはち作者不明のLaoftの年代記は,

Raedtsの分類では一等史料となっている｡その記事に,エティエンヌと称する羊飼がCloisの村
･;-w

に現われ, ｢一人の貧しき巡礼者の導き.で,主が少年の前に現われ,パンを乞われた.そL!てララ
･:

I

ンス王への手紙を托された｣という記事に対して, Alphanderyは,この話が伝説だとL!て,同じ

話が1180年ごろプロヴァンで大騒ぎをひきおこした羊飼の少年Benezetの焼き直しで透ると論じ

ている　<r

No.19Ann. Roth, p.501を見ると,フランスの町々で,旗やロ-ソク,十字架などを持った行進

があちこちで見られ,地方語で詩歌､を唱えた･ものとみえる｡

このような運動が,パリ-,あるいはサン･ドニーへ向っての行進とな.った｡､ところがRa占dts

の解釈によれば,これらの運動が,イエルサレムの解放を呼びかけてはいないというこ.とOむし

ら, 1213年に始まる教皇からの十字軍参加説得の前奏曲となっているという｡エチイエンヌもこの

ような運動の立役者の一人ではなかったかと思われる｡そこで彼は,ドイツ型の少年十字軍はフラ

ンスの一等史料からは察せられないとのべている｡ ㊨

ところが,ドイツ型-の解釈の変化がおこり始めた.それが最初に現われるのがNo.44のWill.

tron-であるという｡

"Jnfinita etiam multitude* paryulorum de diversis. civitatibus, castellis, opidis et▲ villis,.

nullo penitus exterius monente, confluxit, et versus mare Mediterraneum.properan-

･∴tes, cum a parentibus vel ab aliis interrogarentur, quo vellent ire, quasi uno ′edocti

spiritu singuli et universi responderunt; `Ad Deuml ! (p.754>

;c子供らは,'各町,.各城下,各村に集合し,地中海の海に向って急進し始めた.彼らは何処に行く

めかと問えば, ｢神のもとへ｣と答えたO)　　　　　　　　▲　　　.

この年代記の記事から　N0.3のAlb. Chron -と発展するもののようである.

Muaroによると,ロワ･-ル河以南になると少年十字軍の記事が全然見られず,以北でもフラ､.ン

スの年代記で/地中海へ巡礼団が向ったという記事がないことを指摘.している｡ ⑨　　　･･

これに対してドイ･ツがわの年代記で,-.No.23日Chiron. Reg.laすなわちKoln-の年代記は,マル

セ-ユ′に向ちたとあるoかく見ていくと.,トロワフ1オンラー.ヌのAlbericの言う北フランス､の行進

と,ドイツ少年十字軍とが,後世になって,ゴッチャにされたというZacourの解釈⑳は,きわめ

て説得的である｡　　　　　　　　　､

では少年十字軍は実際に存在したのであろうか｡この点について∴No.7 A血n. Gem, "Facta est

commocio puerorum.として, Raedtsの語を借れば, ｢1212年におこった他の事件は省略して

でも,この十字軍にはふれている｣⑳ほどであるから,この事実を否定す_ることはできない･. ･しか
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しドイツ少年十字軍は否定し得ないとしても,フランスのエチェンヌの行動を,ドイツのそれと同

じように解するのは困難である｡教育出版が,わざわざエチェンヌたちを少年十字軍のモデルであ

るかの如く取あげているのは問題である｡では,ドイツ少年十字軍の本質は何か｡これを次章で論

ずることにする｡

駐

①　A History of the Crusades.第三巻The Kingdom of Acre. p. 140

⑨ ibid pp. 141-143

ョibidpp. 143-144　＼

Fiehn, K. ;"Albertus Stadensis." Historische Vierteljahresschrift 26 (1931)

ゥ　Munro, D.C. ; "The Childrcns Crusade" American Hist. Rev. (1913) p.520

⑥　Raedts ; ibid pp 280-1

⑦　Alphaudery ; ``La Chretiente et r Idee de Croisade" p. 117

⑨　Raedts; ibid p.293

⑨　Munro.; ibid p.520
＼

⑲　Zacour, N. P.; ``The Children's Crusade*3わ.337

⑪　Raedts ; ibid p.280

Puerの意味

岩波新書｢十字軍｣の著書が述べているとおり,puerと記されていたが故に,むしろ誤解を生

んだと思われるが,二等史料のNo.27Chron.Ebを引用すれば,

QuidampuerulusNicolausnomineveniensapagoColoniensi,multopuerorum-

sicpertotamAlemanniametGalliamservulorum,ancillarumetvirgtummfinitus

numerus(p.450)

puerに対し,puerlusとあるが,形容詞で年少の,愛らしき,男または奴隷の意味で,年齢推

定は困難servulorum,はservulus(若い奴隷)の複数属格であるから青年奴隷と解してもよい

し,当時奴隷は存在しなかったとすれば,体僕と解してもよかろうancillarumはancillaC女奴

隷)の複数属格で蝣
,servulusの対語とみれば,若い女奴隷virgiumはvirgoC処女)の複数属格

なるゆえ,日本の戦前の処女会の構成年齢を想定ればよかろう｡その数がinfinitusnumerusとあ

るゆえ,尤大な青年女子群ということになり,puelleなる語から連想される少年少女の集団とは思

われない｡それどころか,年齢と関係なき奴碑クラスの集団を示しているようにさ-見える｡

同じく二等史料のNo.9Ann.Marb.

"puerietpuelle,nonsolumminoressedetiamadulti;nuptecumvirginibus-Cp.82)

(少年少女たち,単に成人したるものだけでなく,結婚したる女たちも,処女の女たちも一緒に)

二等史料をもう一つNo.19Ann.Roth.

〟cumaliquibusadulescentulisetsenibus"C青年も老人も一緒に)



面　　高　　正　　俊　　　　　〔研究紀要　第30巻〕　149

adulescentulis　形容詞としては若輩の,名詞としてはおとなの非常に若いもの,青年でを意味

する　Ann. Rothの記事は,その原本があるかもしれないというので二等史料の範噂に入れてあ

るが, puerが年齢的に, adulescentulisより年少を指すものと意識して書いているのであろう｡

これらの史料に対して,一等史料をみることにしよう　No.8 Ann. Jan.

"multitudo maxima peregrinorum, defferentes cruces et bordonos atque scarsellas, ultra

septem milia arbitrau boni viri, inter homines et feminas et pueros et puellas'

(巡礼の大群衆は,十字架と巡礼用杖,そのうち,旅の袋までかかえ,その数7千人以上の分別

ある良き兵たち,その中には男,女,少年,少女) (ihid p.131)

No.37 Johan. Ann.

``Theotonicorum puerorum et infantium lactantium, mulierum et puellarum."

(ドイツ人のpueriと,若い子持ちの女,成人の女(人妻)とpuellae) (p.426) ,

若い子持ちの女と対称のpuerは,青年であろう同じく一等史料, No.4Ann. Adm. (p.592j

では

``expeditio puerorum utriiis que sexus-et preterea virorum et mulierum provectorum

mulierumはmLulierの複数属格であるが,人妻を指すol

(男女の少年たち,さらに年とった男たち人妻たち)と記され,

ml4 Ann. Sal. (p.780)では,

"plurima hominum utriusque sexus et etatis multitudo"

このSalzburgのSt. Rupertの年代記には　puerなる語は全然使用されておらず　etatis

multitudeがhominumと対称的に用いられている　etatisはこの場合,壮年期,または老年期

に入っ･た人を指す語と.しか解しようがない｡

(男･女の大部分と,年とった群衆)とでも訳すべきか｡この年代記を見るかぎり,少年,少女

らしきもの一名も出てこない｡

一等史料の中で,少年少女,幼児の語がみえるのは　Kolnの二つの年代記である｡特にKon

は, ･ニコラスの運動の一拠点であっただけに,ここの年代記の記事は重要である.

``multa milia puerorum a sex annis et supra usque ad virilem etatem*

(6才から成人せる男子までの.数千のpuerii) -　�"No.23, Chron. Reg.丑a (p. 191)

'puer diverse et condition-is*�"�"�"�"�". Quorum exemplo ､multitude) iuvenum et mulierum

cruce se signantes, cum eis ire disponunt" CNo.24 Chron. Reg. Ia.). (p. 234)

(年齢も境遇もまちまちのpueri*

この十字軍に参加せる男女の大多数,若い男性,女性)I ′この場合,少年,少女という意味はでて

こない｡

No.29 Chron. Laud.には

"cum coevis suis pastoribus" Cpォ70)
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の′旬が見える　eoevis甘意味はつかみ難いが, coevajas,或はcaevusからcoevalの語が生じた

各すれば了同じ年輩の之､いう意味となる｡そこで(同じ年ごろの牧師で(牧夫)たちと一緒に)I

pastoril如S-pastor (翠) ､は,ここでは牧師と解したい.すると,牧師と同じ年ごろのpuenとなる｡

以上の引用例で, puerとのみ出てくる史料と,大人や矛供を並列せるものどがある　Raedtsは

中世に使用される年齢別の語を　Hofmeister, A; "Puer, Juvenis, Senex;" ,zum:Ver^tandnis

der mittelal蛤rlichen Altersbeてichnungeii,㊨ C1926)メ,

の説に従って分類し

infanta. ----･--幼児

puentia.　　-　�"infanta　より年上,　7才～14才ぐらいまで

juventus,　utis juverus　　　　-･それより年長者で28才まで

puerは,両方を含むと.解している｡

I

このようにpuerの語は年齢的にはば広く使用さ斬る郵i　さ′らに職業的,身分的をz<¥　用される

ときは,年齢のはばは,もっと拡大される｡一番の好例は,キリスト教で言う,神と子の場合の

｢予｣がpoierである　pastor牧夫も-また｢神｣と｢子｣･の･関係で語られるので,- puer〒pastor　と

なるゆえ,牧夫を牧童と解する傾向があるが, pastorは牧師,司祭の意でもあるから, puerだけ

では単純に子供と理解することは危険である｡　　　　　　　　　　　　　　　-

英語で, boyの語が,列車やホテルのボーイのごとく,下男,.･給仕等の意味に使用される'が,

puerも同じような意味で使用される｡ N0-27･のChrbn.:Ebで卜すでにみたように, ､seryus("奴隷)

aneilla (女奴隷)等が含まれていたことを示している｡当時のservusは, Leibeigeneと解したほ

う;が,･より.近いと･されているが, puer?!また　Leibeigene蝣｣同義に使用されるらしいO

Mayerは,少年十字軍の主体者を貧民層としてとらえている点で,極吟てユニでクである.職

嚢的rz意味でpuerを使用すれば,彼らはpauperes C貧虎)であったろう｡この運動の主体者が

pauperesであったとすれば,それはもはや　enfants, Kiuder, childr印Lの概念と蜂,遠く離れた

ものにならてしまう｡ところが,■二等史料から三等史料-∴特に, No,44のWill. Cfcron.や　N0.3

のAlb. Chronが,･こと'さら沌puerを年齢的にのみ強調して記述しているのはなにゆえであろ

うか｡

これについてはP. Alphand6ry et Duprontが,t明確に解答V:てぐれている.0 ･即ち,･二中世q)千

供崇拝の現れである-tいう｡子供の天真欄漫さが,キ,リスト教の善と結合し,､∵子供たち･が喜んで十

字軍に参加する姿は′　善んや神の祭壇に身を捧げる姿としで,高く崇拝されたb L例の･expeditio

puerorumが, 50余年を経過するうちに伝説化し,迷惑がられたこの十字軍が糞化されて拍く.そ

の中で車齢とは余り関係めない意味で使用された･puerが,子供崇樺のム､｢ドの覇で,=年齢という

狭義の解釈に変化し,少年,ついでchild, eufantとまで理解されるようになったものと思われ

る｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴: ∴ . I . ∴ ｢

ここまでは,一応の通説にまでなってきたことで,新書の｢十字軍｣で,著者の橋口氏が簡潔で
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はあ､るが,考の事を指摘している｡しかし私が特にRaedtsを,紹介する目的は, ･その段階を二歩進

め竜, p叫即､を13位紀のト社会的変革の申せとらえた点である｡　　　　　　　　　　　一　▲

Raedtsは, G. Duby; Medieval Agriculture, 900-1500⑧,~の主張する12世紀の経済的変革の

中で発生した,新しい階級,即ち農村プロレアート説に共鳴して,これを少年十字軍の主体者と解

したところにある｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　t　　　　　　　　　　　　･

だ▲Dl姑yによると,この新しこいプロレタリアートは,当時の文献で,幣はり　puerトまたはpaS;tores

(牧夫)と表記されているという.　　　　　　　　　　　　　　　　　,　　　　　3

12世紀に篭ると耕地(すirg&teQの分割は極限に達し,農家の多くの子供は,法定相続人を除いて

は,ほとんど遺産-virgateの配分に漆ずかり得なかった｡彼らは結婚して⊥家を構えることも,管

嚢ない状態にあった｡彼′:らは生きtる為に日傭労働者,あるいは農場労働者として働き,か,ろうじて

生計を得雫い偲き.彼らがありつける職業の主なものは牛や軍の√番人であった｡それゆえDubyに選

れば,農民人口の中で,一番危険な存在が,この新しい階層すなわちpueriであったという｡ ㊨

このpuen　こそ,少年十字軍のpueriであるというのがRaedtの主張である(4)

No.23のGhrbn. RJg. Iaの′P191,沌9 Ann. Marb. p.82の中に出てくる, ｢聖地を乙行くた

めに,華や家畜を見捨てて辛字軍に参加｣しだのは,まさに,この二,三男層で,遺産の配分にあ

ずかり得ぬ連中ということになる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　､

Raedtsによると, 13世紀初頭から,このぼう大なるpueri即ち′農業プロレタリアートが,人目

ゐ多き地帯を中心8乙,仕事を求めてさまよっ等い栗｡ ｢この動きを,一般人は彼らの悲惨なるt日々の

生活からの逃避と見えたに相違ない｡しかし彼らはどこに移ろうと,ほとんど失うものは何も.なか

った｡車かなる変化も,彼らをこれ以上に悪化させることは,あるまいと思われた.｣苛のである｡

しかるがゆえに,彼らは行進した｡これがExpeditio Puerorumであったと主張す′迄｡蝣.'蝣'�"蝣'--'�"'蝣

註
①
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A. Hofmeister; ``Puer, Juvenis, Senex." Papsttum und Kaisertum (287--316) Mdnchen. 1926

G. Duby; Rural Economy and Country Life in the Medieval Wert (1968)

; Medieval Agriculture, 900-1500
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③　Duby ; ibid pp.207-10

④　Raedts ; ibid p. 298

⑤　Raedts ; ibid p. 299

む　　す　　ぴ

M.G.H　をみると,たとえば, Ex Annalibus. S. Stephani Cadomensibus,や　Annales

Millicenses.またはAnnales S. Paul Virdinensis.あるいは　Ex Annalibus S. Medardi

Suessionensibusなどの年代記には,少年十字軍の記事は一行も出てこない｡しかしこれは例外



少年十字軍　と教材

で, 50余の記代記が,このexpeditio puerorumについて記していることは,この十字軍が単なる

伝説でなく,事実として存在したものであること｡それ故, No.5　Ann. Elw.は年々の記事,わず

か一,二行しか記述していない,簡単な年代記なのに1212年については,わざわざ

Tune multi pueri stint effect) peregrini (p. 20)

と記したo　これが戦士Cmiles)よりなる十字軍とは,規模も性格も異なる,一般民衆の十字軍

popular Crusade. (民衆十字軍)の一つではあるが　Ann. Elwを見れば,単なるpuenの巡礼団

と言っても過言ではあるまい｡

Raedts流に解すれば,一種の新天地を求めての無産農民の移民運動とも見える｡しかし,彼ら

の運動は決して歓迎されなかった｡むしろ彼らの行進は,教皇庁には,フランス革命時,ヴェルサ

ーユに行進する女性軍と映じたのであろう｡逆に,参加せる多くのpauperes,-pastoresつまり農

業プロレタリアートpueriは,行軍の路々で,事給をうけつつ,戦前の日本人の満蒙開拓団に近い

気持で参加したものが多かったのではなかろうか｡

このような性格の十字軍を, Children's Crusadeと称すること自体が,すでにおかしいのであっ

て,これを少年十字軍と訳し,年齢的意味で少年と解して教授することは,歴史の真実を,いちじ

るしくゆがめることになる｡補助教材としては,単なる伝説として,導入のた釧こ利用する程度な

らば実害はなかろうが,年表に記入して表示したり,フランスのエチエンヌの物語を,真実の如く

に説くことは,もはや許されない.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,

歴史教育は,真実を教えるべきであって,子供の関心が単に商いから取りあげるというのでは問

題である｡

本文の執筆にあたり,大阪大学のMGHを利用さしていただいた｡紙上を借りて,阪大当局者に

深甚の謝意を表する次第である｡

(1978年10月20日受理)


